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研究成果の概要 

本研究では，教育学習の文脈を深く理解し，解釈性の高い情報や根拠情報に基づいて適応的

な教育学習を支援する AIの実現を目指している．2023年度は即時性，説得性，適応性の 3つの

観点で学習分析の信頼性を向上させる基盤技術の開発を進めた． 

即時性の高い学習分析技術の実現に向けて，(A1)自然言語処理に用いられる fastTextモデル

を応用して，短い学習活動の特徴表現を獲得できる E2Vecモデルを開発した．クラスタリング，At-

risk検知などの下流タスクで高精度な結果を得られることや，類似活動の高速探索に応用できるこ

とが確認された．(A2)授業期間の早い時期にドロップアウト予測を高精度に行える予測モデルを開

発した．中部大学と連携して，Attention機構を持つモデルを応用することで早期予測に貢献する

学習活動を明確に説明できるようになった． 

説得性の高い学習行動のプロセス解明に向けて，(B1)九州大学開発の E2Vecを入力として，

Attentionからどのような行動が重要かを解析可能な Transformerによる成績予測モデルを開発し

た．成績につながる一定時間における行動パターンを抽出できた．(B2)各講義回で実施した自由

記述アンケートをもとに，重要単語を Attention weightに反映させることが可能な Transformerモデ

ルを用いたリスク予測モデルを開発した．リスクありの学生を推定する精度を向上させるとともに，リ

スク予測の説明性獲得を可能とした． 

分析モデルの適応性向上のために，(C1)学習データ数が少ないという課題を解決するために成

績の高低の比較問題に置き換え，ランキング学習のアイデアを取り込むことで学習データを増強

する技術を開発した．また，(C2)授業開始早期に得られる学生の活動特徴から，全講義期間の活

動特徴を予測するモデルを構築することにより，最終的な学生の成績を精度良く予測する技術を

開発した．さらに，(C3)講義スライドから検出される希少語データを用いて講義動画の教師音声を

事後補正し，希少語に対する自動音声認識精度を改善できることを示した． 
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